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雄大な立山の自然を心から満喫（JICA留学生セミナー参加の留学生）

JICA留学生セミナー
JICA（国際協力推進機構）が発展途上国から招聘し、日本の大

学等へ学位取得のために来日している留学生に対して、大学が休講

中の夏期に、基本的な開発理論や自国の開発に資する実践的な知識

の修得、人的ネットワークの構築などを目的に実施する研修がJICA

留学生セミナーです。

今回、JICAからの委託を受けて、環境保全をテーマにしたセミ

ナーが富山県内で初めて実施され、ベトナム、バングラデシュ、ラ

オス、モンゴル、中国、ウズベキスタン、ガーナ、インドネシア、

サモアからの９ヶ国１０名の留学生が日本各地から参加しました。



●国際理解協力コース

●留学実践コース

●その他
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遊びを通して英語に親しむことを目的とした夏休みこども英語塾が、

８月後半、計４回にわたり行われました。英語での簡単な自己紹介の仕

方に始まり、数字、色、体の部分、趣味、感情を表す英単語などをクイ

ズやゲームを通して学びました。最初は緊張気味でおとなしかった子ど

も達も体を使ったゲームをすると大はしゃぎ。一気に緊張が消え去った

様子でした。最後には「これは英語でどういえばいい？」という質問が

飛び出し、英語への興味がますます深まったようでした。

７月１４日～１５日、県内中高生と世界１０ヶ国からの海外技術研修員・留学生・外国語指導助手など総勢７８名が立山に

集い、とやま国際塾を開催しました。国際理解・協力コースでは中高生たちが海外技術研修員や留学生たちと意見を

ぶつけ合い、異文化や多様な価値観を体験しながら「住みやすい世界」について考えました。留学実践コースでは６

人の先生が準備したユニークな授業で留学を模擬体験。ヨガやマルチカルチャリズム、アメリカ英語とイギリス英語

の比較、その他様々な英語表現等について学びました。２日間をとおし、「様々な外国の文化や言葉に触れ、楽しかっ

た」「意見の食い違いをまとめるのは大変だったけど協力して答えを見つける過程が面白かった」「文化の違いで戸惑

ってもそれを次のステップに持っていけるようになりたい」といった感想があり、参加者各自が様々なことを感じと

ったようでした。心配していた台風の影響もなく、最後はバーベキューで交流し全日程を終了しました。協力して下

さった講師の方々や留学生・研修員の皆様、ありがとうございました。

第6回 とやま国際塾

国によって挨拶の仕方も様々 シンガポールの３つの文化を説明 ヨガ―まずは呼吸の仕方から 今の発音はイギリス英語�

就寝前はヨガでリラックス 休み時間もゲームで交流 バーベキュー 立山広場で記念撮影

お互いを知ろう 様々な価値観を体験 チームワークを発揮 発表―私達の未来予想図

ニック先生の指導でアルファベットで名前を書く



日時：平成１９年８月２２日～２８日

参加者は、国連環境計画（UNEP）の地域海行動計画

のひとつであるNOWPAP（Northwest Pacific Action

Plan）や富山県の環境政策、日本海学に関する講義を受

けた後、世界自然野生生物映像祭を視察した。また、自家

用車の乗り入れを規制している立山黒部アルペンルートの

視察では、標高２，４５０mの室堂周辺を散策し、雄大な自然

を満喫しました。発展途上国で活動経験を持つ青年海外協

力隊OBとの立山での交流は留学生にとって楽しいひとと

きとなりました。

環境保全ワークショップでは、料理に使われたてんぷら

油（廃油）を利用してのロウソク作りや立山山麓でのネイチ

ャーゲームを行いました。

また、今年７月に香港で開催された「高校生環境サミッ

ト」に参加した大門高校の生徒と環境保全に関する意見交

換は留学生、高校生双方にいい刺激となったようです。

最終日には、富山県で学んだことをまとめて、「一人一

人ができる環境保全」をテーマにレポート発表を行い、本

国に帰国してからも各国で環境保全に取り組むことを決意

していました。

ニック・ギャラガーさん（アメリカ）
Hello everyone, Nick Gallagherです。富山県の姉妹県、オレゴン州のポート
ランド市から参りました。
富山県とオレゴン州は友好提携を締結していることをご存知ですか。実はオレゴ
ン州と富山県はたくさんの共通点があると思っています。例えば、周りから田舎っ
ぽいと言われたり、はっきり異なる四季を楽しめたり、海＋山＋木を満喫でき、き
れいな自然がどこでも見られます。富山県は私の出身地オレゴンのように暮らしや
すいと思います。
私と日本の初めての出会いは２００５年の春でした。当時はオレゴン大学で経営学部
と東アジア文化学部の４年生だったので、春学期さえ修了すれば卒業するはずでし
た。しかし、幸運なことに私の大学で一番難しいとされている日本交換留学プログラムに合格しました。そして、大学の卒業を
１年間延長して、東京の神田にある明治大学に入学しました。
留学した時は本当に勉強ばかりしていたので、東京以外の所にはあまり遊びに行きませんでした。１年間甲州街道に面した狭
くてうるさい６畳アパートで暮らしました。もちろん東京は好きですが、毎日混んでいる電車に乗ったり、新宿のあまり美味し
いとは言えない大気を吸う時、もっと緑の多い混んでない所に逃げたい気持ちになりました。ですから私は富山県に配属された
時、本当に良かったと思いました。すぐ富山人になると思っています。
富山県庁と（財）とやま国際センターで翻訳や通訳や友好提携事業の企画をしていますが、一番好きな仕事は英語講座やイング
リシュ・チャットです。もしアメリカやオレゴンの文化に興味があったり、英語が上手になりたい場合は是非TICを訪ねてくだ
さい。よろしくお願いします！

JICA留学生セミナー“環境保全”

新しい国際交流員よりご挨拶！

■主な日程

月日 内 容

８／２３ NOWPAP事業、富山県の環境政策

８／２４ 日本海学、世界自然野生生物映像祭

８／２５ 立山アルペンルート視察、協力隊OBとの交流

８／２６ 環境保全に関するワークショップ

８／２７ 富山県立大門高校で高校生との意見交換

８／２８ レポート発表

大門高校生との
意見交換会

廃油を利用したロウソク
作りも大成功�

オレゴンコーストはニックさんのお気に入り
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増加する外国人児童生徒
平成２年の出入国管理及び難民認

定法改正後、全国の外国人登録者数

の増加率は大きくなり、昨年末で２０８

万人を超えています。富山県内の外

国人登録者数も年々増加しており、

昨年末で１４，８９１人を数え、１０年間で

倍増しています。

外国人登録者の増加に伴い富山県

内の外国人児童生徒数も同様に毎年

増加し、平成１８年５月１日現在で３５５

人となっています。

一方、射水市内では平成１９年５月の外国人児童（小学生）数７３人、外国人生徒（中

学生）数１９人となっており、学齢期にある外国人登録者数に占める割合は約７０％（就

学率）となっています。

また日本語や生活習慣などと相違から日本の学校に馴染めず学校に行っていない

子どもたちも多いと聞きます。しかしながら、その実態は正確には把握できていな

いという現実問題もあります。

～子どもの権利条約～

「児童の権利に関する条約（子どもの権利条約）」は、基本的人権が子どもにも

保障されるべきことを国際的に定めた条約です。条約は前文と本文５４条からなり、

子どもの生存、発達、保護、参加という包括的な権利を子どもに保障したものと

なっています。

１９８９年１１月２０日に国連総会において採択され、２００６年１２月現在で１９３の国と地

域が締結。日本は、１９９４年にこの条約を批准しました。

第２８条

１．締約国は、教育についての児童の権利を認めるものとし、この権利を漸進的に

かつ機会の平等を基礎として達成するため、特に、初等教育を義務的なものと

し、すべての者に対して無償のものとする。

～ユニセフHPより～

外国籍子どもサポートプロジェクト
を解決する糸口としてとやま国際セ
業です。富山県、富山県教育委員会
水市民国際交流協会、富山YMCA
民が連携してプロジェクトを推進し
れの団体等からこのプロジェクトの
業を企画・実施していくこととして

外国籍子どもサ

射水多文化共生推進会議

射水市及びその周辺地域に住む外国人住民の数は年々増加しており、滞在の長

期化や定住化が進んでいます。外国人を日本人と共に生活する住民として捉え、

日本人はもとより外国人住民にも暮らしやすい地域づくりを進めていく必要があ

ります。とやま国際センターは射水市及び

その周辺地域の多文化共生施策を計画的・

総合的に推進していくことを目的として射

水多文化共生推進会議を設置しました。第

１回目の会議を８月９日に開催し、外国籍

子どもサポートプロジェクトの内容につい

て検討し、また射水市周辺の多文化共生に

ついて情報・意見交換を行いました。

平成２０年度には
多文化こどもサ

このプロジェクトのメイン事業が「多

です。これは平成２０年度を予定しており

週末等に集える場所（公民館などの施設

ます。

このサポートセンターは、子どもたち

集まることができる場所と考えています

竹馬など様々な遊びや日本語、宿題を指

れる市民（多文化共生サポーター）が子

の活動を支援します。

富山県内の外国人児童生徒数の推移



トは、外国籍児童生徒が抱える問題
センターが中心となり立ち上げた事
会、射水市、射水市教育委員会や射
Aや作道校下自治連合会、外国人住
していきます。具体的には、それぞ
の核となるコアメンバーで様々な事
ています。

サポート
プロジェクト

多文化共生サポーター養成講座
多文化共生サポーターの仕事は主に２つあります。その１つは子どもと遊

ぶことです。手品、竹馬、習字、メンコ、凧揚げなど子どもが喜ぶ遊びが得

意な方大歓迎です。もう１つは、子どもの学習を支援することです。国語、

算数、理科、社会など学校の宿題の手伝いをお願いします。

このサポーターになるには多文化共生について少し勉強していただくこと

が必要です。県内外の多文化共生の第一人者を招いての養成講座を次の日程

で開催します。是非これを機会に多文化共生の門をたたいてみませんか？

多文化こども交流会
普段あまり交流がない外国籍児童生徒同士、あるいは日本人児童生徒と外

国人児童生徒が楽しく交流することを目的に開催します。当日は、マジック、

各国の歌と踊り、そしてゲームに遊びの物づくりと盛りだくさんの内容が子

どもたちを待っています。

当日は貸し切りバスが各小学校を経由して会場へ、そして交流会終了後、

各小学校を巡回し、子どもたちを安全に送迎します。

日時：１１月１８日（日）１３：３０～１６：００

会場：橋下条公民館 射水市下条１７７１ TEL０７６６－５６－０１７５

射水多文化共生実態調査
外国人児童生徒は現実的に何に困っているのか、そしてどのようなサポー

トを必要としているのかを調査します。この調査を平成２０年度からの多文化

こどもサポートセンターの内容に反映させることとしています。

サポートセンター開設！

多文化こどもサポートセンター」の開設

り、射水市内概ね５ヶ所に子どもたちが

設を利用）をオープンすることとしてい

ちが気軽に

す。手品や

指導してく

子どもたち

日時 内 容

１０／６

１３：３０～

「富山県多文化共生プランと現状」

講師 富山県国際・日本海政策課国際協力係長 柴垣 禎

【ファシリテーター CLAIR多文化共生マネージャー

中村 則明】

１０／７

１３：３０～

「在日ブラジル人から見える日本の多文化共生」

講師 武蔵大学准教授 アンジェロ・イシ

【ファシリテーター CLAIR多文化共生マネージャー

中村 則明】

１０／１３

１３：３０～

「外国人児童生徒指導から見えること」

講師 子どもの日本語グループ代表 米田 哲雄

【ファシリテーター CLAIR多文化共生マネージャー

中村 則明】

１０／１４

１３：３０～

「日本の多文化共生の現状と今後の課題」

講師 （特活）多文化共生センター大阪代表理事 田村 太郎

【ファシリテーター CLAIR多文化共生マネージャー

中村 則明】

場所：射水市図書館

しきのソル・ナセンテのサンバ教室



市町村国際協力・交流担当課長会議

日時：平成１９年７月１２日
場所：富山県国際交流センター

近年富山県でも外国人住民が増えており、多文化共生への取り組

みが必要となっています。

今年の市町村国際協力・交流担当課長会議では、群馬県新政策課

政策主監の山口和美氏を迎え、「多文化共生社会の形成に向けて」

というテーマで講演していただき、群馬県の外国人登録者数の推移

と共に発生している問題について、群馬県が行政や一般県民にどの

ように働きかけているかを、お話しいただきました。また、その後

行われた意見交換会では、今後の多文化共生社会へ向けて活発な質

疑応答がなされました。

アフリカの地マラウイでの生活も残り半年となり、のんびりと流れ

ていた時間が急に早く流れ始めたように感じる今日この頃です。私は

野菜の栽培指導者として県の農業省に配属されており、野菜農家への

巡回指導、普及所の野菜畑の管理、野菜を使った調理講習会が主な活

動です。

野菜の調理講習会のため村に行くと、約束の場所に誰もいない。今

日は中止かなと思うと、１人、２人と頭に薪や鍋をのせたおばちゃん

がやってくる。待つこと１時間、ようやくみんなが揃い講習会が始ま

る。まず紙に書いたレシピを使って私が説明すると、真剣な眼差しで

おばちゃんたちが聞いてくれる。持参したノートにメモをとるのだが、

私が書いてきた絵を下手くそながらも一生懸命写してくれているのを

みると嬉しくなる。空いた時間ができると、歌と踊りの大合唱が響き

渡り私を包み込む。最初は恥じらいがあった私も最近では自ら進んで

踊りに参加するようになり、アフリカの空気に溶け込んでいる自分を

感じています。そろそろ日も傾いてきたにもかかわらず、おばちゃん

たちは残りの材料をすべて使いきるまで作り続けようとする。というのも、講習会の最後には試食をするので沢山も

らおうと考えているからである。しかし、試食のときにおばちゃんたちは少ししか食べず、多くを家族に持って帰ろ

うとする。家族においしいものを食べさせてあげたいと思う母の心が、日本もマラウイ同じなんだなあと思うと心が

温かくなります。

今回はマラウイ共和国から届いた青年海外協力隊 橘 智恵美さんからのお便りをご紹介します。

橘 智恵美さん
派 遣 国：マラウイ共和国
職 種：野菜
派遣期間：平成１７年１１月～１９年１１月
配 属 先：農業灌漑食料保障局ンチェウ農業

開発局

講師の山口和美氏



鼓友 夢光組はとなみ養護学校卒業生及びその家族によって平成１６年に結成された和太鼓のグループです。日中国交

正常化３５周年を記念した第一期中・日障害者芸術展に参加し、開会式典で和太鼓を披露しました。北京海淀区培智学

校（知的障害学校）で子どもたちの歌やダンスを鑑賞し、プレゼント交

換などで盛り上がりました。

“出発前の太鼓の梱包作業、パスポート取得など初めての体験が、たく

さんの人に支えられてできたことを、みんなは理解して感謝していると

思う。緊張しながらも本番では堂々とした演奏ができ、強い自信と誇り

を持てたと思う。他国の障害者の頑張っている様子を見て刺激を受けた

のではないでしょうか？”と代表の池田さんはおっしゃっていました。

アキラ・タミザベル さん（主婦）

Q．ムンバイの状況について教えてください。

A．ムンバイは１，４００万人以上の人口を擁する国際色豊かな都市です。また世界で最も人口の

多い都市といわれています。ムンバイはインドにおける商業、娯楽の中心です。ムンバイ

の旧名“ボンベイ”と“ハリウッド”をもじったボリウッド、映画の街としても知られて

います。

私たちはムンバイ市中心から南に下ったアラビア海に面するコラバ地区に住んでいます。

私たちはインド南部タミル・ナードゥ州出身ですが、夫が現在ムンバイのタタ・ファンダ

メンタル・リサーチ・インスティトゥートに勤務している関係でこ

ちらに暮らしています。引っ越してきてからムンバイの名所をいく

つか訪ねました。セントラル鉄道のチャトラパティ・シヴァージー

駅で降り、バスやタクシーで１０分もするとインド門が見えてきます。

その向かいには世界有数の豪華ホテル、財閥タタ・グループの創始

者であるジャムシェトジー・タタが建設したタージ・マハル・ホテ

ルがあります。この辺の建物はヨーロッパ風の物が多く、またシッ

ディー・ヴィナーヤク寺院などの美しい寺院が数多くあります。イ

ンド門から出ている船に乗るとヒンドゥー教の石窟寺院があるエレ

ファンタ島に向かうことができます。

Q．富山とはどんな結びつきがありますか？

A．私達は１９９８年から２００５年までの間日本に滞在しました。夫が京都大、

大阪大、富山大でそれぞれ研究しまして、富山には２００３年に滞在しました。富山は田んぼや緑がいっぱいで美しく、私も夫

も大好きな場所です。インドはどこでも人で溢れているのに比べて、富山は人口密度が低いですね。最後の富山の冬を見ず

に大阪に戻らなければならなくて残念でした。

Q．最後に富山の人に一言メッセージをお願いします。

A．刻一刻変化していく世の中で、私たちは常に友好関係を大事にし、互いに世界の平和を祈りましょう！

世界の富山ファンからのメッセージ

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVooooooooooooooooooooooooooooooooooiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiicccccccccccccccccccccccccccccccccceeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeessssssssssssssssssssssssssssssssss ffffffffffffffffffffffffffffffffffrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrroooooooooooooooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmm tttttttttttttttttttttttttttttttttthhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhheeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWoooooooooooooooooooooooooooooooooorrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrlllllllllllllllllllllllllllllllllldddddddddddddddddddddddddddddddddd ～～イインンドド共共和和国国・・ムムンンババイイ～～

こ ゆう の ぞ み ぐみ

こんな“国際交流”やってます！ ～鼓友 夢光組（南砺市）～

～TICから助成した事業をご紹介します～

インド門 ～ムンバイの顔～



TICからのお知らせ

●作●っ●て●み●よ●う●！●イ●ラ●ン●料●理

これからの行事予定
日本海学シンポジウム 稲から見つめる環日本海人・風土・環境

１０月６日（土）１３：３０～１７：００ タワー１１１ スカイホール

イングリッシュ・アドベンチャー

１０月１５日（月）～１２月３日（月） 全８回

毎週月曜日 １７：００～１８：３０ 富山県国際交流センター

生活支援日本語ボランティア養成講座“にほんご基礎知識編”

１０月１６日（木）～１２月１８日（木） 全１０回

毎週火曜日 １８：３０～２０：３０ 環日本海交流会館

国際交流フェスティバル

１０月２０日（土）～１０月２１日（日） CiCビル内／CiC前広場

外国人カラオケ大会、各国音楽の演奏等

国際協力県民シンポジウム

１０月２０日（土）１４：００～１６：１５ CiCビル５階 多目的ホール

・とやま草の根交流賞授賞式

・講演 “世界をめぐって感じたこと
－地球環境と人間の幸せ－”

講師 俳優、NPO法人地球友の会理事長 宮内 淳氏

日本海学研究機関連携講座
日本海を科学する－富山湾深海の謎を探る－

１２月１日（土）１３：３０～１６：３０ 富山県民会館３０４号室

JICAボランティアH１９年度秋募集 １０月１日～１１月９日

【体験談＆説明会日程】

青年海外協力隊・日系社会青年ボランティア

１０月３日（水）１８：３０～２０：３０ CiCビル

１０月１３日（土）１６：００～１８：００ CiCビル

１０月２８日（日）１４：００～１６：００ サンシップとやま

シニアボランティア・日系社会シニアボランティア

１０月１３日（土）１３：３０～１５：３０ CiCビル

１０月２８日（日）１０：３０～１２：３０ サンシップとやま
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～作り方～
１．青菜を洗ってから細かく刻んでボール
に入れる。

２．玉ネギとジャガイモをすりおろし、ボ
ールに加える。

３．塩、コショウ、カレー粉を入れて軽く
かき混ぜる。

４．溶き卵を入れて混ぜる。
５．小麦粉を入れて軽く混ぜる。
６．フライパンに油をひいて弱火でゆっくり焼く。
７．焼けたら裏側も焼いて出来上がり。

世界有数の古い歴史をもち、他民族国家であるイランは、その料理も色彩豊かで複雑な味わ
いを持っています。今回紹介するクク・サブジはお好み焼きのような感覚で食べられる料理で、
ククは野菜、サブジはケーキのことを意味します。イラン料理はハーブをふんだんに使います。
コリアンダー、ディルなどを使うのがイラン風ですが、今回は日本で手に入りやすい野菜で作
ってみましょう。

ウルドゥ語交流支援員着任！

とやま国際センターでは、富山県からの委託を受け

て、ウルドゥ語交流支援員を射水市に配置しました。

この事業は、パキスタン人住民が増加している射水市

を中心に、富山県内在住のパキスタン人住民の生活相

談および地域住民とパキスタン人との交流支援等に対

応するためのものです。

ウルドゥ語交流支援員が次の日程で活動しています。

悩みを抱えているパキスタン住民の方やもっとパキス

タンのことが知りたい方は気軽に訪ねてください。

ウルドゥ語交流支援員 モハマッド・ヤハヤさん

活動日時 毎月第２・４金曜日 １４：００～１７：００

場 所 射水市役所小杉庁舎２０１会議室

問 合 せ 財団法人とやま国際センター

TEL０７６－４４４－２５００

“とやまライフハンドブック”
中国語改訂版発行！

富山に住む外国籍住民のため

の生活ガイド。さらに内容を充

実した中国語版（日本語併記）

がこの度改訂されました。

各市町村外国人登録窓口で配

付しています。

イラン出身
ファリバ・バホレワルさん

お薦め料理！

～材料～
ホウレンソウ…………………１束
ニラ……………………………１束
みつば…………………………１束
玉ネギ…………………………１個
ジャガイモ……………………１個
卵…………………………３～４個
小麦粉……………………大さじ１
油………………………………少量
塩、コショウ…………………少々
カレー粉………………………少々
＊好みでクルミを入れてもいい。


